
　　
市
長
室
で
の
記
念
撮
影
や
議
場
の
見
学
、
忍

城
お
も
て
な
し
甲
冑
隊
と
の
ふ
れ
あ
い
な
ど
、

普
段
な
か
な
か
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
企

画
で
皆
さ
ん
を
お
迎
え
し
ま
す
。

▼
日
時　
8
月
23
日
㈭
午
前
10
時
～
午
後
４
時

▼
見
学
場
所　
市
長
室
、
議
場
、
忍
城
址
、
も

の
つ
く
り
大
学
、
古
代
蓮
会
館
、
行
田
浄
水

場
▼
対
象　
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者
ま
た

は
責
任
者

▼
定
員　

20
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽

選
）

▼
参
加
費　
無
料
※
た
だ
し
昼
食
は
各
自
で
用

意
▼
そ
の
他　
も
の
つ
く
り
大
学
学
生
食
堂
で
昼

食
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
8
月
3
日
㈮
ま

で
に
電
話
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の

電
子
申
請
で
広
報
広
聴
課
広
報
広
聴
担
当

（
内
線
3
1
8
）

▼
日
時　
8
月
11
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後
1
時

▼
場
所　
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
調
理
室

▼
講
師　
行
田
市
食
生
活
改
善
推
進
員

▼
対
象　
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員　
30
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　
1
人
3
0
0
円

▼
持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
上
履
き
、
三
角
巾

▼
そ
の
他　
2
歳
以
上
の
未
就
学
児
の
保
育
も

受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
し
込
み　

7
月
31
日
㈫
～
8
月
10
日
㈮

（
保
育
は
8
月
7
日
㈫
ま
で
）
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ

▼
問
い
合
わ
せ　

Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ａ
ぎ
ょ
う
だ
☎

5
5
6
―
9
3
0
1

▼
日
時　
7
月
25
日
㈬

【
午
前
の
部
】
午
前
9
時
～
正
午

【
午
後
の
部
】
午
後
1
時
30
分
～
4
時
30
分

▼
場
所　
元
荒
川
水
循
環
セ
ン
タ
ー
（
桶
川
市

小
針
領
家
9
3
9
）

▼
内
容　
下
水
処
理
施
設
を
見
学
し
、
下
水
を

き
れ
い
に
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
学
ん
だ

り
、
顕
微
鏡
で
微
生
物
を
観
察
し
た
り
し
ま

す
。

▼
対
象　
市
内
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者

▼
定
員　
各
40
人
（
先
着
順
）

▼
参
加
費　
無
料

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　
7
月
18
日
㈬
ま

で
に
電
話
で
埼
玉
県
下
水
道
公
社
北
部
支
社

庶
務
担
当
☎
0
4
8
―
7
2
8
―
2
0
1
1

～
夏
休
み
の
思
い
出
を
つ
く
ろ
う
～

　
市
内
施
設
め
ぐ
り

親
子
で
楽
し
く
料
理
を
作
ろ
う
！

食
育
っ
て
な
あ
に
？

～
夏
休
み
の
自
由
研
究
に
ピ
ッ
タ
リ
～

夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

ド
キ
ド
キ

ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ

ワ
ク
ワ
ク

ド
キ
ド
キ

ワ
ク
ワ
ク

夏
の
イ
ベ
ン
ト
大
集
合

夏
の
イ
ベ
ン
ト
大
集
合

夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏夏
のののののののののののののののののののののの
イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合

イ
ベ
ン
ト
大
集
合
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▼
日
時　
8
月
8
日
㈬
午
前
9
時
～
午
後
4
時

30
分

▼
場
所　
消
防
本
部
ほ
か

▼
内
容　
レ
ス
キ
ュ
ー
訓
練
、
放
水
訓
練
、
応

急
手
当
て
訓
練
、県
防
災
学
習
セ
ン
タ
ー（
鴻

巣
市
袋
30
）
で
の
各
種
災
害
体
験
な
ど

▼
対
象　
市
内
の
小
学
4
年
生
か
ら
6
年
生

▼
定
員　

1
0
0
人
（
先
着
順
）

▼
持
ち
物　
昼
食
、
飲
み
物

▼
参
加
費　

1
0
0
円
（
保
険
料
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

7
月
30
日

㈪
・
31
日
㈫
に
直
接
同
本
部
☎
5
5
0
―

2
1
1
9

▼
期
日　
7
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰

▼
場
所　
国
道
1
2
5
号
歩
行
者
天
国
区
域
な

ら
び
に
県
道
行
田
蓮
田
線

▼
催
し
物　

【
28
日
㈯
前
夜
祭
】
浮
き
城
横
丁
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

【
29
日
㈰
市
民
祭
】
浮
き
城
だ
ん
べ
踊
り
、
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
山
車
の
た
た
き
合
い

　
※
内
容
に
多
少
の
変
更
の
場
合
あ
り

▼
主
催　
行
田
浮
き
城
ま
つ
り
実
行
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ　
同
実
行
委
員
会
☎
0
9
0
―

8
8
7
0
―
6
2
3
2

▼
期
間　
7
月
7
日
㈯
～
9
月
2
日
㈰
午
前
9

時
～
午
後
4
時
30
分
（
入
館
は
午
後
4
時
ま

で
）
※
7
月
16
日
を
除
く
毎
週
月
曜
日
お
よ

び
7
月
17
日
㈫
・
27
日
㈮
、
8
月
24
日
㈮
は

休
館

▼
場
所　
郷
土
博
物
館

▼
内
容　
忍
藩
の
藩
校
で
あ
る
進
修
館
が
設
立

さ
れ
て
か
ら
、
も
の
つ
く
り
大
学
が
設
立
さ

れ
る
ま
で
に
歩
ん
で
き
た
、
行
田
の
学
校
教

育
の
歴
史
を
さ
ま
ざ
ま
な
写
真
や
資
料
で
紹

介
し
ま
す
。

▼
入
館
料　
【
個
人
】
大
人
2
0
0
円
、
学
生

（
高
校
生
以
上
）
1
0
0
円
、
小
・
中
学
生

50
円
【
団
体
（
20
人
以
上
）】
大
人
1
6
0

円
、
学
生
（
高
校
生
以
上
）
80
円
、
小
・
中

学
生
40
円

▼
特
典　
8
月
26
日
㈰
ま
で
、
古
代
蓮
会
館
ま

た
は
、
さ
き
た
ま
史
跡
の
博
物
館
の
当
日
の

入
館
券
を
持
参
の
方
は
、
団
体
料
金
で
入
館

で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　
同
館
☎
5
5
4
―
5
9
1
1

夏
休
み
の
思
い
出
に

一
日
消
防
士
体
験

郷
土
博
物
館
開
館
25
周
年
第
22
回
テ
ー
マ
展

行
田
の
教
育
2
0
0
年
史

第
19
回

　
市
民
祭
・
行
田

浮
き
城
ま
つ
り

第19回　市民祭・行田浮き城まつり交通規制

バス

バス

バス

バス

バス

バス

さきたま
古墳公園

至鴻巣

①愛宕神社前臨時バス停
　（熊谷駅行、前谷経由吹上駅行）
②旭町臨時バス停
　（佐間経由吹上駅行）
③浄水場入口臨時バス停
　（佐間経由吹上駅行）
④警察入口臨時バス停
　（佐間経由吹上駅行）
⑤産業道路臨時バス停
　（佐間経由吹上駅行）

至さいたま
至鴻巣

う か い

車両全面通行禁止区域（歩行者天国）
路線バス・市内循環バスのみ通行可

午後6時～7時のみ車両全面通行禁止区域
（歩行者天国）

規制時間帯バス迂回路
（午後1時から最終まで迂回します）

〈凡　例〉

迂回路
（大型車は市内通行できませんので迂回をお願いします）

※駐車場は市役所・産業文化会館・バスターミナルをご利用ください。＝
※朝日バス「佐間経由吹上駅行」は産業道路経由に、
　「前谷経由吹上駅行・熊谷駅行」は行田市駅前経由
　になります。

Ｐ

至熊谷

至熊谷・深谷・高崎

国道17号熊谷バイパス

大型車
迂　回

大型車
迂　回

至熊谷

南
北
道
路

東照宮

市
内
循
環
バ
ス
迂
回
路

そ
ば
屋

日時 7月29日㈰ 
午後3時30分～9時30分 

　   

前夜祭の交通規制も
あります
7月28日㈯
午後4時～9時30分

国道125号

至羽
生

至加須

至熊谷 国道125号行田バイパス

コミセ
ン

産　

業  　

道　

路

東小

小
南
文

文

新
町
通
り 八幡神社

埼玉りそな
銀行

〒

行田市駅

役
市

所

文
産

朝
日
バ
ス
迂
回
路

前
谷
経
由
吹
上
駅
行

熊
谷
駅
行

文
行田中

2

3

4

5

写真店バスターミナル P

P

P

P

1

水城
公園

警備本部

南
大
通

武
蔵
水
路

Ｊ
Ａ
ほ
く
さ
い

行
田
中
央
支
店

消
防
本
部

行
田
警
察
署

朝
日
バ
ス
迂
回
路

（
佐
間
経
由
吹
上
駅
行
）

埼玉りそな
銀行川島書店

武蔵野銀行

行田市駅

国道
125
号

前夜祭交通規制略図
7月28日㈯午後４時～９時30分

講
演
会

▼
日
時　
8
月
26
日
㈰
午
後
2
時

▼
演
題　
藩
校
進
修
館
か
ら
近
代
教
育
へ

▼
講
師　
工
藤
航
平
さ
ん
（
国
文
学
研
究
資
料

館
機
関
研
究
員
）

▼
申
し
込
み　
電
話
で
郷
土
博
物
館
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国民健康保険被保険者証をお持ちの方へ
　国民健康保険に加入している70歳未満の方が通院・入
院する際、事前に申請すると「国民健康保険限度額適用認
定証」が交付され、1カ月の医療費の負担が自己負担限度
額までとなります。
　また、市民税非課税世帯（世帯主と国民健康保険被保
険者全員が非課税）の場合には、入院時の食事代も併せて
軽減される「限度額適用・標準負担額減額認定証」が交付
されます。
※有効期限が平成24年7月31日の認定証をお持ちの方
で、引き続き減額の適用を受ける場合は、改めて申請が
必要となります。
▶申請に必要なもの　国民健康保険被保険者証、印鑑

後期高齢者医療被保険者証をお持ちの方へ
　後期高齢者医療被保険者で市民税非課税世帯に属して
いる方は、申請により通院・入院時の1カ月の医療費の負担
が自己負担限度額までとなり、食事代が軽減される「後期
高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」が交付
されます。
※有効期限が平成24年7月31日の認定証をお持ちの方で
8月以降も適用になる方には、7月中に新しい認定証を
送ります。
▶申請に必要なもの　後期高齢者医療被保険者証

▶問い合わせ　国民健康保険については同課国保担当
（内線271・272・273）、後期高齢者医療については同
課医療担当（内線226・227）

　国民健康保険高齢受給者証が8月1日㈬に更新となるこ
とから、７月中に新しい受給者証を送ります。
　医療機関などの窓口で支払う一部負担金の負担割合
は、市民税の課税所得により1割または3割（課税所得が
145万円以上で70歳以上の被保険者が同じ世帯にいる
方）となります。このうち、負担割合が3割の方で、次に該当
する場合は、申請により負担割合が1割となりますので、7
月31日㈫までに保険年金課へ申請してください。
※8月以降に申請をして、負担割合が変更となる場合は、申
請した月の翌月1日からの適用となります。

▶申請により負担割合が1割となる場合
【70歳以上75歳未満の国保加入者が１人いる世帯】
被保険者の平成23年中の収入額が383万円未満
【70歳以上75歳未満の国保加入者が2人以上いる世帯】
被保険者の平成23年中の収入合計額が520万円未満
【後期高齢者医療制度に加入している方がいる世帯】
世帯の収入状況によって、負担割合が1割となる場合が
ありますので、保険年金課にご相談ください。
▶申請に必要なもの
・国民健康保険高齢受給者証　　　　　　　　　
・印鑑
・確定申告書の写しなど収入が確認できる書類

▶問い合わせ　同課国保担当（内線271・272・273）

国保・後期医療からのお知らせ
国民健康保険に加入している

70歳以上の方へ
通院・入院時の医療費と食事代の
窓口負担額が減額されます

　
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
が
8
月
1

日
㈬
に
更
新
と
な
る
こ
と
か
ら
、
7
月
中
旬

に
新
し
い
保
険
者
証
を
送
り
ま
す
。

　
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
一
部
負

担
金
の
負
担
割
合
は
、
市
民
税
の
課
税
所
得

に
よ
り
1
割
ま
た
は
3
割
と
な
り
ま
す
。
こ

の
う
ち
、
負
担
割
合
が
3
割
の
方
で
、
次
に

該
当
す
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
負
担
割
合

が
1
割
と
な
り
ま
す
の
で
、
7
月
31
日
㈫
ま

で
に
保
険
年
金
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
8
月
以
降
に
申
請
を
し
て
、
負
担
割
合
が

変
更
と
な
る
場
合
は
、
申
請
し
た
月
の
翌

月
1
日
か
ら
の
適
用
と
な
り
ま
す
。

▼
負
担
割
合
が
1
割
と
な
る
場
合

【
同
じ
世
帯
に
被
保
険
者
が
1
人
で
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
】

①
被
保
険
者
本
人
の
収
入
額
が
3
8
3
万

円
未
満

②
①
に
該
当
し
な
い
方
で
、
70
〜
74
歳
の

方
（
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者

を
除
く
）
を
含
め
た
世
帯
の
収
入
合
計
額

が
5
2
0
万
円
未
満

【
同
じ
世
帯
に
被
保
険
者
が
2
人
以
上
】

被
保
険
者
の
収
入
合
計
額
が
5
2
0
万
円

未
満

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

・
確
定
申
告
の
写
し
な
ど
収
入
が
確
認
で

き
る
書
類

▼
問
い
合
わ
せ

　
同
課
医
療
担
当
（
内
線

2
2
6
・
2
2
7
）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
し
て
い
る
方
へ
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埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
県
内

在
住
の
交
通
遺
児
等
を
対
象
に
、
援
護
一
時
金

を
給
付
し
て
い
ま
す
。

※
「
交
通
遺
児
等
」
と
は
、
18
歳
以
下
の
方
で

保
護
者
（
一
方
ま
た
は
双
方
）
が
、
交
通
事

故
（
陸
海
空
す
べ
て
の
交
通
事
故
が
対
象
）

に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
い
障
害
を
負
っ
た
方

を
い
い
ま
す
。

▼
対
象　
平
成
23
年
4
月
1
日
以
降
、
交
通
遺

児
等
と
な
っ
た
県
内
在
住
の
18
歳
以
下
の
方

▼
給
付
額　
対
象
と
な
る
方
1
人
に
つ
き
10
万

円
（
1
事
故
に
つ
き
1
回
の
み
）

▼
給
付
時
期　
10
月
ま
た
は
平
成
25
年
4
月

▼
申
請
方
法　
市
役
所
お
よ
び
学
校
で
配
布
す

る
申
請
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

直
接
ま
た
は
郵
送
で
み
ず
ほ
信
託
銀
行
浦
和

支
店
（
〒
3
3
0
―
0
0
6
3 

さ
い
た
ま

市
浦
和
区
高
砂
2
―
6
―
18
）

▼
提
出
期
限　
【
10
月
支
給
分
】
8
月
31
日
㈮

【
平
成
25
年
4
月
支
給
分
】
平
成
25
年
2
月

28
日
㈭

▼
問
い
合
わ
せ　
埼
玉
県
防
犯
・
交
通
安
全
課

☎
0
4
8
―
8
3
0
―
2
9
5
8

交
通
事
故
被
害
者
の
ご
家
族
へ

の
援
護
金
に
つ
い
て

埼玉県医師育成奨学金 貸与候補者を募集します
～  埼 玉 県 出 身 の 県 外 大 学 医 学 生 を 支 援  ～

　埼玉県では、県内に医師を誘導し定着させるため、埼玉県出身の県外大学医学生に奨学金を貸与する制度を創
設し、貸与候補者の募集を開始します。
　本奨学金制度により、埼玉県出身の県外大学医学生の修学を容易にするとともに、将来、埼玉県の地域医療を
担う医師の育成と確保を図ろうとするものです。

奨学金制度の概要

※貸与期間の1.5倍の期間、特定地域の公的医療機関または特定診療科などに医師として勤務すると、返還免除
となります。

※平成25年度・26年度は、県外大学医学部入学希望者と県外大学医学部5年生の募集となります。
▶応募方法　県ホームページからダウンロードした応募申請書に必要事項を記入のうえ、募集期間内に持参また

は簡易書留郵便で郵送してください。
【持参・郵送】〒330―9301 さいたま市浦和区高砂3―15―1 埼玉県保健医療部医療整備課医師確保対策担当
▶問い合わせ　
　同課医師確保対策担当☎048―830―3546

【県外大学医学部 5・6 年生向け】【県外大学医学部入学希望者向け】
募集期間 7月17日㈫～8月15日㈬

内　　容
・月額20万円以内を大学卒業まで貸与
・大学に入学するために必要な費用100万

円以内を大学入学前に貸与

応募要件

・貸与の申請時に本人もしくは親（未成年
後見人である親族を含む）が県内に住所
を有する方または県内の高等学校などを
卒業（修了）した方（見込みも含む）

・医師免許を得た後、特定地域の公的医療
機関または特定診療科などに医師として
勤務する意思を有する方

対　　象
平成25年度に県外の大学の医学を履修する
課程に入学を希望する方

募集人数 5人

選考方法 書類選考および面接選考

面接選考 9月29日㈯または30日㈰

募集期間 7月2日㈪～31日㈫

内　　容 月額20万円以内を大学卒業まで貸与

応募要件

・貸与の申請時に本人もしくは親が県内に
住所を有する方または県内の高等学校な
どを卒業（修了）した方

・同種の奨学金の貸与を受けていない方
・医師免許を得た後、特定地域の公的医療

機関または特定診療科などに医師として
勤務する意思を有する方

対　　象 平成24年度に県外の大学の医学を履修する
課程に在学する5年生と6年生

募集人数 10人

選考方法 書類選考および面接選考

面接選考 9月8日㈯または9日㈰
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休日急患診療

・診療科目……内科、小児科、外科
・診療時間……午前10時～午後5時
※医療機関が変更されることがありますので、事前に

問い合わせください。
・清幸会行田中央総合病院　☎553―2000
・壮幸会行田総合病院　☎552―1111
◇夜間などの急病やけがで受診できる医療機関を知り

たいとき
・行田市消防署　☎550―2123
・埼玉県救急医療情報センター　☎048―824―4199
◇埼玉県小児救急電話相談「♯8000」
・県内どこからでも「♯8000」をプッシュすると相

談窓口につながります（携帯電話可）。
・相談時間　【月～土曜日】午後7時～11時
　　　　　　【日曜日、祝日】午前9時～午後11時

脱法ハーブにご注意を

　最近、合法ハーブと称して、薬物が含まれたお香な
どが販売されています。使用した後、吐き気や意識
障害で救急搬送される事例が起きており、大変危険で
す。また、麻薬などの違法薬物が含まれていることも
ありますので、興味本位で購入などをしないようにし
ましょう。
　県では、脱法ハーブの販売店に対する監視指導を強
化するとともに、街頭キャンペーンや薬物乱用防止教
室などを通じて、脱法ハーブの危険性をPR しています。

【脱法ハーブ】
　化学物質を植物片などに混入させたもので、麻薬や
薬事法で規制する成分が含まれていることがありま
す。また、「お香」や「アロマリキッド」などと偽って、
店舗、インターネット、自動販売機などで販売されて
おり、簡単に入手しやすい状態にあります。

▶問い合わせ　加須保健所
　　　　　　　☎0480―61―1216
　　　　　　　埼玉県保健医療部薬務課
　　　　　　　☎048―830―3633

おとなの健康

こころの相談（要申し込み）
日　　時 7月18日㈬
　　　　 ※時間は申し込みの際にお知らせします。
対　　象 いつも不安、夜眠れない、生活のリズム

が乱れている、自分の性格や人間関係に
悩んでいる、飲酒量が多くやめられない
など、こころに悩みのある方

そ の 他 随時、電話での相談も受け付けます。

糖尿病健康相談（要申し込み）
日　　時 8月8日㈬午前10時～11時
対　　象 糖尿病について心配のある方

健康相談（申し込み不要）
日　　時 8月8日㈬午前10時～11時
対　　象 健康に関する相談をしたい方

※いずれも場所は保健センター

子どもの健康
乳幼児健診

名　　称 4カ月児健診、1歳6カ月児健診、2歳児
歯科健診、3歳児健診

そ の 他 転入されたお子さんで、前住所地で受診
していない方は保健センターへご連絡
ください。

ポリオ予防接種
　受付日時 7月17日㈫午後1時30分～2時
　対　　象 平成23年10月生まれのお子さん（追加）
  平成23年12月生まれのお子さん（初回）

ＢＣＧ予防接種
受付日時 7月19日㈭午後1時30分～2時
対　　象 平成24年3月26日～4月19日生まれのお

子さん
※ポリオおよびＢＣＧとも対象児以外で、まだ受け

ていないお子さん（ポリオは7歳6カ月未満、ＢＣ
Ｇは６カ月未満）は、この機会に受けてください。
なお、ワクチンの準備などがありますので、事前
にご連絡ください。

乳幼児相談（要申し込み）
受付日時 8月9日㈭午前9時30分～11時30分
対　　象 小学校入学前のお子さん

離乳食教室（初期）（要申し込み）
受付日時 8月9日㈭午前10時15分～10時30分
対　　象 平成24年2月15日～3月14日生まれの

お子さんがいる方

※いずれも場所は保健センター

期　　日 医療機関名

７月15日㈰ 清幸会行田中央総合病院
７月16日㈪ 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院
７月22日㈰ 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院
７月29日㈰ 清幸会行田中央総合病院
８月５日㈰ 壮 幸 会 行 田 総 合 病 院
８月12日㈰ 清幸会行田中央総合病院
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埼玉利根保健医療圏地域医療
ネットワークシステム「とねっと」が正式稼働します
　「とねっと」は、かかりつけ医と地域の中核病院が、
投薬や検査内容などの医療情報を共有することによ
り、切れ目の無い一貫した医療を行うために構築され
たシステムです。その「とねっと」が7月1日㈰から
正式に稼働します。
　「とねっと」を利用するためには「かかりつけ医カ
ード」が必要です。「かかりつけ医カード」を含むシ
ステム全般のことについては、埼玉利根保健医療圏医
療連携推進協議会事務局に問い合わせください。
▶問い合わせ
　同事務局☎0480―63―0003（午前9時～午後5時

※土・日曜日、祝日、年末年始を除く）
　【ＦＡＸ】0480―63―0033
　【Ｅメール】tonet＠rhythm.ocn.ne.jp

歯ッピー教室
　お子さんの歯をいつまでも健康に保つためには、幼
児期から乳歯のケアをしていくことが大切です。この
教室では、虫歯予防の話と歯磨きのこつをお伝えします。

日　　時 8月9日㈭午後2時30分～3時30分
場　　所　中央公民館第３学習室（｢みらい｣内)
対　　象　市内在住の幼児とその保護者
申し込み・問い合わせ
　　　　　 7月9日㈪から電話で保健センター

　
猫
は
心
を
癒
や
し
て
く
れ
る
存
在
で
す
が
、

飼
い
主
の
マ
ナ
ー
や
し
つ
け
に
よ
っ
て
、
近
隣

住
民
の
迷
惑
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。　

　
こ
こ
で
は
、
猫
の
正
し
い
飼
い
方
を
紹
介
し

ま
す
。

家
の
中
で
飼
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　
家
の
外
は
、
迷
子
や
交
通
事
故
、
病
気
な
ど

危
険
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。
猫
は
、
安
心
・
満
足

で
き
る
環
境
が
あ
れ
ば
、室
内
を
「
な
わ
ば
り
」

と
認
識
す
る
の
で
、
家
の
中
で
も
飼
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

避
妊
ま
た
は
去
勢
手
術
を
し
ま
し
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　肉を生で食べて食中毒になることがあります。特に子ども、高齢者、抵抗力の弱い方や妊娠中の方は食中
毒の症状が重症化することがあり、命に危険が及ぶことがあります。
　肉を焼くときは専用の「はし」や「トング」を使用し、中心部の色が完全に変わるまで十分に加熱しましょう。

※肉に潜む腸管出血性大腸菌 O157 やカンピロバク
ターなどの食中毒菌は、十分に加熱すれば死滅し
ます。

▶注意が必要な肉料理
　ユッケ、レバ刺し、鳥刺し、鳥わさなど
▶その他　生で食べることができる牛肉・馬肉などは、

国が定めた生食用食肉の衛生基準に適合したもので
なければなりません。

▶問い合わせ　加須保健所生活衛生・薬事担当
　　　　　　　☎0480―61―1216

肉の生食や加熱不足にご注意ください肉の生食や加熱不足にご注意ください

お
願
い　

猫
の
飼
い
方
に
つ
い
て
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　サマージャンボ宝くじの賞金は、1等・前後賞合わせ
て5億円。2000万サマーと同時発売です。
　この宝くじの収益金は、市町村の明るく住みよいまち
づくりに使われます。

1 　等 …………………………………		4億円 ×26本
前後賞 …………………………		各5,000万円 ×52本
2000万サマーの１等 ………	 	2,000万円 ×450本

▶発売期間　 7月9日㈪～27日㈮
▶発売場所　全国の宝くじ売場
▶抽 選 日　８月７日㈫
▶問い合わせ ㈶埼玉県市町村振興協会
	 ☎048―822―5004

相　　談 場　　所 日　　　程 時　　　間 問い合わせ

法律（予約制） 産業文化会館2階会議室 7月24日㈫※次回8月28日㈫の予約は7月2
日㈪から 午前9時～午後3時

地域づくり支援課
（内線252）

行政 産業文化会館2階会議室 8月6日㈪ 午後1時30分～3時30分

結婚 VIVAぎょうだ 7月15日㈰、8月3日㈮ 午前9時30分～11時30分
（受け付けは午前9時30分～11時）

消費生活多重債務 市役所 7月17日㈫～8月14日㈫の月～金曜日 午前9時30分～午後3時30分
相続、遺言、離婚、
日常生活の困り事 市役所 8月8日㈬※予約制 午後1時～4時50分

（受け付けは午後1時～4時）
埼玉県行政書士会埼北支部

☎554―2702

不動産 市役所
車庫上会議室 7月18日㈬ 午前9時～正午

㈳埼玉県宅地建物取
引業協会北埼支部
☎562―5900

夫婦関係・ＤＶなど
（予約制） VIVAぎょうだ 7月19日㈭～8月11日㈯の木・土曜日

※各土曜日は市内在住の方対象に電話相談も受け付けます
午後1時～４時
(電話相談は午後1時～2時)

VIVAぎょうだ
☎556―9301

内職 市役所 7月17日㈫～8月14日㈫の火・金曜日 午前10時～午後4時 商工観光課
（内線383）

人権 地域交流センター 8月8日㈬ 午後1時30分～3時30分 人権推進課（内線221）

税務 中央公民館
（「みらい」内） 7月18日㈬ 午後1時30分～3時30分 関東信越税理士会行田支部

☎554―1411
水道料金の休日納付 水道庁舎（前谷） 7月22日㈰、8月5日㈰ 午前8時30分～正午 水道課

☎553―0131水道料金の夜間納付 水道庁舎（前谷） 7月17日㈫・24日㈫・31日㈫、8月7日㈫・14日㈫ 午後5時15分～7時

（7月15日～8月14日）

市税の納付には、「安心！確実！便利！」な
口座振替をご利用ください。

　市内における放射線量の状況を把握、監視するために
放射線量の測定を定期的に行っています。測定値について
は、「市報ぎょうだ」や市ホームページ、各公民館（土・日
曜日、祝日を除く）で公表しています。
放射線量測定値（参考値）
・測定個所　行田消防署本署地内　・測定高　１メートル

※本市では、放射線量測定器の貸し出しを行っていま
す。事前に予約が必要となりますので、防災安全課ま
でご連絡ください。

▶問い合わせ　同課防災担当（内線 282）

測定日 測定時間 天　候 測定値
（マイクロシーベルト）

6月18日㈪
午前９時 晴れ 0.09
午後３時 晴れ 0.07

放射線量の測定を行っています

各 種 相 談

今 月 の 納 税
固定資産税・都市計画税・・・・・2期
国民健康保険税・・・・・・・・・1期
介護保険料・・・・・・・・・・・1期
後期高齢者医療保険料・・・・・・1期

納期限　 7月31日㈫

ご登録ください　小規模契約希望者登録制度ご登録ください　小規模契約希望者登録制度大きな夢当てませんか
   サマージャンボ宝くじ発売
大きな夢当てませんか
   サマージャンボ宝くじ発売

　本市では、競争入札参加資格者名簿に登載され
ていない方の受注機会を拡大し、市内経済の活性
化を促進するため、小規模契約希望者登録制度を
設け、市内に本店をもつ事業主に発注を行ってい
ます。
▶対　　象 市が発注する建設工事、修繕、業務

委託、建設資材・物品購入などのうち、
比較的軽易で履行の確保が容易であ
り、契約金額が原則として50万円以
下（建設工事は130万円以下）のもの

▶登録期間 8月1日㈬～平成26年7月31日㈭まで
の2年間

▶そ の 他 申請は5業種まで
▶申請方法 契約検査課で配布している指定の申

請書（市ホームページからダウンロー
ド可）に必要事項を記入のうえ、7月
25日㈬までに同課へ直接または郵送
で提出してください。

▶問い合わせ　同課契約担当（内線214）

（平成24・25年度 更新・新規申請）
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第１回
▶日　　時 7月27日㈮午後２時
▶題　　名　あした元気になーれ！～半分のさつまいも

　　　　　～（90分）
▶内　　容　戦災孤児の兄妹が終戦直後の貧困と不安の

時代に明るくたくましく生き抜く姿を描
いた長編アニメーション。

▶声の出演　上戸彩さん、吉永小百合さん ほか

第２回
▶日　　時 8月8日㈬午後２時
▶題　　名　父と暮らせば（99分）
▶内　　容 原爆投下から3年後の広島で「最悪の状況

下でも、人間は常に未来を見ている」と、
広島原爆を背景に描く、心温まる父と娘の
物語。

▶出　　演　宮沢りえさん、原田芳雄さん、浅野忠信さん 
ほか

▶場　　所　映像ホール
▶定　　員 80人（先着順）
▶入 場 料　無料

▶日　　時 8月10日㈮午後２時
▶場　　所　図書館ミーティングルーム
▶内　　容　絵本や紙芝居ほか
▶主　　催　おしゃべりインコの会

　４カ月児健診に合わせ保健センターで絵本を配布して
います。
▶日　　時 8月7日㈫午後１時受付開始
▶持 ち 物　母子健康手帳

　おじいちゃんおばあちゃんから地元に伝わる民話や昔
話などを聞いたり、昔の遊びを体験したりしてみません
か。

　※内容は変更する場合があります。
▶場　　所　図書館おはなしのへや
▶対　　象　幼児・小学校低学年の児童およびその保護者
▶参 加 費　無料

夏休み映画会

ブックスタート

おじいちゃん　おばあちゃんの玉てばこ

・夜をぶっとばせ（井上荒野）
・鍵のない夢を見る（辻村深月）
・うふふな日 （々あさのあつこ）
・ぴたっとヤモちゃん（石井聖岳）
・げんききゅうしょくいただきます !（つちだよしはる）
・おうさまのおひっこし（牡丹靖佳）

▶日　　時 7月18日㈬午前10時30分～11時
▶内　　容　絵本、パネルシアターなど
▶対　　象　 2、3歳児と保護者
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 7月28日㈯午前11時
▶内　　容　絵本や手遊びなど
▶対　　象　幼児
▶主　　催　おはなしタンバリン
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 8月4日㈯午後２時
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生
▶主　　催　おはなしの会
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
▶日　　時 8月11日㈯午後２時
▶内　　容　絵本など
▶対　　象　幼児・小学生
▶主　　催　おはなしポケット

※場所は、いずれも図書館おはなしのへや

読み語りの会

午前9時30分～午後7時
7月2日㈪・3日㈫・9日㈪・17日㈫・23日㈪・
30日㈪・31日㈫、8月6日㈪・13日㈪

新 着 図 書

おはなし会

開館時間
休 館 日

※休館中の図書の返却はブックポストをご利用ください

▶日　　時 7月21日㈯午後２時
▶場　　所　映像ホール
▶題　　名　・ねずみくんのチョッキ（35分）
　　　　　　・もったいないばあさんと考えよう世界

のこと 世界の10人の子どもたち（19
分）

▶定　　員　80人（先着順）
▶入 場 料　無料

定例子ども映画会

日　　　　時 内　　　　容
７月24日㈫
午後３時～３時30分 昔の遊びを体験しよう

７月25日㈬
午後３時～３時30分 ふしぎ体験とゲームで遊ぶ①

７月26日㈭
午後３時～３時30分 ふしぎ体験とゲームで遊ぶ②
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ギネス世界記録に挑戦！

　6月10日、古代蓮の里東側の水田で田んぼアート米づく
り体験事業（田植え作業）が行われ、市内外から約800人
が参加しました。
　今年は、図柄の部分を拡大し、田んぼアート面積のギネス
ワールドレコーズ認定（世界一）を目指します。
　参加者は、田んぼのぬかるみに悪戦苦闘しながら、丁寧
に苗を植えていました。田植えの最中にカエルが現れると、
そばに居た子供たちは大はしゃぎ。農業体験だけでなく、自
然とも触れ合うことができた貴重な一日でした。

「蔵のあるまちぎょうだ」を満喫

　5月19日・20日の2日間、「ぎょうだ蔵めぐりまちある
き」が開催され、たくさんの参加者でにぎわいました。
　この催しは、市内に点在する「蔵」の魅力を再認識しよ
うと、ＮＰＯ法人ぎょうだ足袋蔵ネットワークが行ってい
るもので、今年で8回目となります。
　レトロ感溢れるボンネットバスの運行や16の蔵を巡る
スタンプラリー、さらには「子ども人力車」も登場するな
ど、参加者は古き良き町並みが残る行田を満喫していま
した。

一緒にやると楽しいね！

　5月24日、男女共同参画推進センター「VIVAぎょう
だ」で、「親子で楽しくリズム体操＆かんたんせいさく！」
が行われました。
　参加したのは14組の親子。子供たちは大好きなお母
さんや友達と一緒に、体操やダンスをはじめ、フラフープ
を足場に見立てたジャンプの練習、新聞紙と折り紙を
使ったオリジナルの帽子作りなど、どの種目にも夢中に
なって取り組んでいました。

迫力のある演奏に魅了♪

　6月3日、産業文化会館で行田市民吹奏楽団による第5回
定期演奏会が行われました。
　行進曲「マーチ・エイプリル・メイ」をはじめ、ジャズやポッ
プスなどさまざまなジャンルの曲目が披露されました。
　全国に通用する演奏を目標に、日々練習に励んでいる同楽
団が奏でる演奏は迫力満点。会場を訪れたすべての人が、大
迫力の演奏に魅了されていました。

写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館写真館
やはり今年も大人気　恒例の菊苗の無料配布

　6月5日、郷土博物館玄関前で菊苗の無料配布が行われ
ました。
　毎年恒例のこの行事を楽しみに、先頭の方は午前7時
30分に並んでいたとのこと。午前9時を過ぎると、行田市
菊花連絡協議会の皆さんから用意された菊苗3,000本が
次々と配られ、約30分間で終了となりました。苗を受け取
った方は、きれいな菊の花に出会えることを期待しながら、
会場を後にしました。

両手を広げバランス取って

　5月19日、総合公園自由広場で第23回行田市一輪車
競技大会が行われました。
　この大会は、平衡感覚や敏しょう性を養う一輪車乗り
で基礎体力の向上を図るだけでなく、児童が小学校の枠
を超えて交流することを目的として行われたもの。
　参加した103人の児童らは、50メートル競走、100メ
ートル競走、30メートルスラローム競走、10メートル遅
乗り競走など、それぞれの種目で一生懸命に前へ前へと
ペダルをこいでいました。

水城公園をピカピカに！

　5月19日、水城公園および公園通りで第16回「行田の
まちをゴシゴシ みんなでクリーンなまちづくり」清掃活
動が行われました。
　初夏を思わせる陽気の中、水城公園をピカピカにしよ
うと約350人が参加。公園内に落ちているペットボトル
や空き缶、たばこの吸い殻などを拾いました。
　約1時間の清掃活動できれいになった公園は、訪れる
人々をすがすがしい気持ちにさせることでしょう。

地域の「お兄さん、お姉さん」として

　6月7日、埼玉小・中学校合同の防犯訓練が行われました。
　今回で4回目を迎えたこの訓練に、児童・生徒のほかに地
域の方も参加。行田警察署の協力のもと、日本刀を持った不
審者が学校に侵入してきたときの対処方法を学んだ後、生徒
と児童が一緒に下校し、各通学路の集合場所から一番近い
避難所を確認しました。地域の「お兄さん、お姉さん」として、
生徒らは責任を持って安全に児童を送り届けました。
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スタンプラリー、さらには「子ども人力車」も登場するな
ど、参加者は古き良き町並みが残る行田を満喫していま
した。

一緒にやると楽しいね！

　5月24日、男女共同参画推進センター「VIVAぎょう
だ」で、「親子で楽しくリズム体操＆かんたんせいさく！」
が行われました。
　参加したのは14組の親子。子供たちは大好きなお母
さんや友達と一緒に、体操やダンスをはじめ、フラフープ
を足場に見立てたジャンプの練習、新聞紙と折り紙を
使ったオリジナルの帽子作りなど、どの種目にも夢中に
なって取り組んでいました。

迫力のある演奏に魅了♪

　6月3日、産業文化会館で行田市民吹奏楽団による第5回
定期演奏会が行われました。
　行進曲「マーチ・エイプリル・メイ」をはじめ、ジャズやポッ
プスなどさまざまなジャンルの曲目が披露されました。
　全国に通用する演奏を目標に、日々練習に励んでいる同楽
団が奏でる演奏は迫力満点。会場を訪れたすべての人が、大
迫力の演奏に魅了されていました。

やはり今年も大人気　恒例の菊苗の無料配布

　6月5日、郷土博物館玄関前で菊苗の無料配布が行われ
ました。
　毎年恒例のこの行事を楽しみに、先頭の方は午前7時
30分に並んでいたとのこと。午前9時を過ぎると、行田市
菊花連絡協議会の皆さんから用意された菊苗3,000本が
次々と配られ、約30分間で終了となりました。苗を受け取
った方は、きれいな菊の花に出会えることを期待しながら、
会場を後にしました。

両手を広げバランス取って

　5月19日、総合公園自由広場で第23回行田市一輪車
競技大会が行われました。
　この大会は、平衡感覚や敏しょう性を養う一輪車乗り
で基礎体力の向上を図るだけでなく、児童が小学校の枠
を超えて交流することを目的として行われたもの。
　参加した103人の児童らは、50メートル競走、100メ
ートル競走、30メートルスラローム競走、10メートル遅
乗り競走など、それぞれの種目で一生懸命に前へ前へと
ペダルをこいでいました。

水城公園をピカピカに！

　5月19日、水城公園および公園通りで第16回「行田の
まちをゴシゴシ みんなでクリーンなまちづくり」清掃活
動が行われました。
　初夏を思わせる陽気の中、水城公園をピカピカにしよ
うと約350人が参加。公園内に落ちているペットボトル
や空き缶、たばこの吸い殻などを拾いました。
　約1時間の清掃活動できれいになった公園は、訪れる
人々をすがすがしい気持ちにさせることでしょう。

地域の「お兄さん、お姉さん」として

　6月7日、埼玉小・中学校合同の防犯訓練が行われました。
　今回で4回目を迎えたこの訓練に、児童・生徒のほかに地
域の方も参加。行田警察署の協力のもと、日本刀を持った不
審者が学校に侵入してきたときの対処方法を学んだ後、生徒
と児童が一緒に下校し、各通学路の集合場所から一番近い
避難所を確認しました。地域の「お兄さん、お姉さん」として、
生徒らは責任を持って安全に児童を送り届けました。
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谷
郷	

大
谷　

峯
生

戻
り
花
じ
っ
と
見
て
居
る
反
抗
期

	

長
野	

内
山　

計
江

繰
り
出
し
て
見
た
く
な
る
日
や
若
葉
風

	

須
加	

藤
野　

治
男

薫く
ん
ぷ
う風
や
帽
子
を
脱
い
で
深
呼
吸

	

荒
木	

島
田　

香
子

Ｏ
Ｂ
会
断
る
電
話
梅
雨
寒
し

	

持
田	

中
野　

諄
子

夏
鳥
の
響
き
あ
ふ
る
る
利
根
の
川

	

持
田	

丸
山　

麟
一

牡
丹
散
る
無
情
の
雨
の
侘わ

び

し
さ
よ

	

長
野	

吉
野　

ら
ん

薫
風
に
負
け
じ
と
泳
ぐ
池
の
鯉

	

富
士
見
町	

森　
　

節
子

麦
秋
を
迎
え
し
友
の
満
ち
た
顔

	

城
南	

飯
野　

里
子

神
さ
び
る
児
玉
の
杜
や
笹
の
秋

	
佐
間	

矢
澤
喜
美
江

一
輪
の
都
忘
れ
に
色
さ
み
し

	

桜
町	

吉
岡　

守
子

花
む
し
ろ
今
宵
の
空
に
北
斗
星

	

向
町	

渡
月　
　

峯

し
っ
と
り
と
雨
に
う
た
れ
る
き
ゅ
う
り
苗

	

城
南	

橋
本
千
枝
子

老ろ
う
ざ
ん残
と
云
は
れ
た
く
な
し
白
牡
丹

	

佐
間	

須
永　

節
子

伝
説
の
古
墳
に
燃
ゆ
る
新
樹
か
な

	

城
南	

町
田
ツ
ギ
子

公
園
の
つ
つ
ぢ
に
見
せ
ら
れ
帰
路
急
ぎ

　
　
　
　
　
（
木
島　

斗
川　

監
修
）

自
分
の
ペ
ー
ス
で

　
自
分
の
ス
タ
イ
ル
で

羽
鳥
真ま
い
こ
生
子
さ
ん
（
32
歳
・
富
士
見
町
）

　
今
月
は
、
第
62
回
埼
玉
県
美
術
展
覧
会
（
以
下
県

展
）
の
洋
画
部
門
で
、
県
議
会
議
長
賞
を
受
賞
し
た

羽
鳥
真
生
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
羽
鳥
さ
ん
が
、
本
格
的
に
絵
画
を
学
ぶ
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
高
校
の
美
術
部
に
入
部
し
て
か
ら
で
し

た
。
毎
日
4
時
間
、
さ
ら
に
毎
週
土
・
日
曜
日
に
は

学
校
に
泊
り
込
み
な
が
ら
、
繰
り
返
し
デ
ッ
サ
ン
に

励
ん
だ
こ
と
で
、
基
礎
的
な
力
が
身
に
付
き
、
3
年

生
の
と
き
に
は
、
県
展
で
入
選
す
る
な
ど
、
着
実
に

絵
の
才
能
を
伸
ば
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
高
校
を
卒
業
す
る
と
、美
術
の
専
門
学
校
に
進
学
。

高
校
時
代
か
ら
興
味
を
持
っ
て
い
た
、
自
由
で
独
特

な
世
界
観
を
生
み
出
す
現
代
美
術
を
専
門
的
に
学
び

ま
し
た
。
絵
画
や
彫
刻
と
い
っ
た
一
つ
の
分
野
に
こ

だ
わ
ら
な
い
、
現
代
美
術
の
奥
深
さ
に
魅
了
さ
れ
た

羽
鳥
さ
ん
。「
こ
こ
で
学
ん
だ
こ
と
が
、
現
在
の
作

品
作
り
に
と
て
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

す
。

　
羽
鳥
さ
ん
の
作
品
は
、
ど
れ
も
独
創
的
な
も
の
ば

か
り
。
自
分
で
描
い
た
風
景
を
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
と

パ
ソ
コ
ン
を
駆
使
し
な
が
ら
組
み
合
わ
せ
、
一
つ
の

作
品
を
描
い
て
い
き
ま
す
。「
構
図
を
決
め
る
の
に
、

パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
何
回
も
組
み
合
わ
せ
た
り
、
切

り
取
っ
た
り
す
る
作
業
を
繰
り
返
す
の
で
、
毎
回
疲

れ
ち
ゃ
う
ん
で
す
」
と
苦
笑
い
。
今
回
、
受
賞
し
た

作
品
「
道
」
も
同
じ
手
法
を
用
い
て
、
完
成
さ
せ
た

も
の
で
し
た
。「
横
断
歩
道
の
白
線
が
垂
直
に
交
わ

っ
て
い
る
と
こ
ろ
や
、
太
陽
が
信
号
機
に
差
し
込
む

と
き
に
で
き
る
明
る
い
部
分
と
暗
い
部
分
の
絶
妙
な

バ
ラ
ン
ス
が
大
好
き
で
、
道
路
を
題
材
に
す
る
こ
と

が
多
い
で
す
」
と
語
る
羽
鳥
さ
ん
。今
回
の
作
品
は
、

身
近
な
道
路
を
意
図
的
に
変
化
さ
せ
、
現
実
と
は
違

う
空
間
を
表
現
し
た
そ
う
で
す
。

　
羽
鳥
さ
ん
は
今
回
の
県
展
を
「
私
の
作
品
は
自
分

で
も
独
特
だ
と
思
う
の
で
、
こ
の
賞
を
受
賞
で
き
た

こ
と
は
、
本
当
に
意
外
で
し
た
。
評
価
し
て
も
ら
っ

て
と
て
も
あ
り
が
た
い
で
す
」
と
語
る
一
方
、「
賞
を

意
識
す
る
と
自
分
が
納
得
で
き
る
作
品
が
作
れ
な
い

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
、
賞
を
意
識
し
な
い
で
取
り

組
む
こ
と
が
、
正
直
と
て
も
つ
ら
か
っ
た
で
す
」
と

振
り
返
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
「
絵
を
描
く
こ
と
は
や

め
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
こ
と

で
す
か
ら
」
と
少
し
照
れ
な
が
ら
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　
目
標
を
尋
ね
る
と
、
し
ば
ら
く
考
え
た
羽
鳥
さ
ん

は
「
今
の
状
態
が
続
く
と
い
い
で
す
ね
」
と
に
っ
こ

り
。
妻
と
し
て
、
1
児
の
母
と
し
て
忙
し
い
毎
日
を

送
る
中
で
、
羽
鳥
さ
ん
は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
、
自
分

ら
し
い
絵
を
こ
れ
か
ら
も
描
き
続
け
ま
す
。

「すてきなバラの鉢カバー」
（ＤＥＣＯクレイクラフト）
後藤　幸代（谷郷）

◎
皆
さ
ん
の
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎
俳
句
は
毎
月
5
日
ま
で
に
は
が
き
・
封
書

　
で
広
報
広
聴
課
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

俳
句
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○7月2日㈪〜31日㈫に電話またはEメールで広報広聴課広報広聴担当（内線318）
※応募要領は市ホームページをご覧ください。
○応募者多数の場合は、8月2日㈭午前11時から市役所203会議室で公開抽選を行
います。　

平成23年 9月生まれの
お子さんを募集します

　
「
ナ
イ
ス

バ
ッ
テ
ィ
ン

グ
！
」
青
空

の
下
、
西
部

コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
広
場
で

は
、
元
気
な

声
が
響
き
渡

っ
て
い
ま

す
。今
月
は
、

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
に
熱
中
し

て
い
る
行
田

ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

　
同
ク
ラ
ブ
に
は
、
市
内
の
中
学
1
年
生
か
ら

3
年
生
ま
で
の
女
子
生
徒
が
所
属
し
て
い
ま

す
。
小
学
校
時
代
に
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
野
球
を

経
験
し
て
い
る
彼
女
た
ち
の
「
も
っ
と
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
を
や
り
た
い
」
と
い
う
熱
い
思
い
か

ら
、
平
成
23
年
4
月
に
チ
ー
ム
が
結
成
さ
れ
ま

し
た
。
現
在
は
10
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
監
督
と

コ
ー
チ
の
熱
心
な
指
導
の
も
と
、
毎
週
土
曜
日

の
午
後
と
日
曜
日
の
午
前
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
「
基
本
を
マ
ス
タ
ー
し
て
、
高
校
で
も
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
語
る
監
督
の

浅
尾
昌
美
さ
ん
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
基
礎
と
な

る
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
重
視
し
て
い
る
同
ク
ラ

ブ
で
は
、
練
習
の
始
め
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

締
め
く
く
り
に
も
必
ず
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
行

い
ま
す
。
相
手
の
胸
に
向
か
っ
て
、
捕
り
や
す

い
ボ
ー
ル
を
投
げ
る
こ
と
で
、
自
分
の
制
球
力

を
養
う
だ
け
で
な
く
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
を
思
い

や
る
心
が
は
ぐ
く
ま
れ
て
い
く
そ
う
で
す
。
一

球
一
球
に
集
中
し
て
行
う
練
習
で
、
技
術
面
も

精
神
面
も
日
々
成
長
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
姿

は
、
は
つ
ら
つ
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、同
ク
ラ
ブ
が
目
指
す
ス
タ
イ
ル
は
、

「
打
ち
勝
つ
」
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
。
昨
年
9
月

に
行
わ
れ
た
第
10
回
埼
玉
県
中
学
生
大
会
で

は
、
自
慢
の
強
力
打
線
が
爆
発
し
、
見
事
準

優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。「
練
習
は
決
し
て

楽
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
か
け
が
え
の
な
い

仲
間
た
ち
と
一
緒
に
結
果
を
残
せ
て
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
」
と
選
手
た
ち
は
ほ
ほ
笑
み

ま
す
。

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
、
学
校
や
学
年

を
超
え
た
固
い
き
ず
な
を
築
い
て
い
る
同
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
。
今
年
は
昨
年
よ
り
好
成
績

を
残
す
こ
と
が
目
標
だ
そ
う
で
す
。
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
に
興
味
の
あ
る
女
子
中
学
生
の
皆
さ

ん
、
彼
女
た
ち
と
一
緒
に
さ
わ
や
か
な
汗
を

流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
吉
岡
☎
0
9
0
―
8
8
4

　
1
―
5
9
1
0

吉
野

　
海か
い
と都

ち
ゃ
ん（
南
河
原
）

父・統
一
さ
ん　
母・佐
江
子
さ
ん

平
成
23
年
7
月
6
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
癒
し
☆
ボ
ー
イ
☆
で
す
!!
」

林

　
優ゆ
う
た
ろ
う

太
朗
ち
ゃ
ん（
長
野
）

父
・
宇
男
さ
ん　
母
・
綾
子
さ
ん

平
成
23
年
7
月
15
日
生
ま
れ

「
毎
日
笑
顔
を
あ
り
が
と
う
」

坂
田

　
愛あ
い
り莉

ち
ゃ
ん（
佐
間
）

父・和
憲
さ
ん　
母・典
子
さ
ん

平
成
23
年
7
月
24
日
生
ま
れ

「
我
が
家
の
癒
し
♡
」

林

　
佑ゆ
な
い

永
偉
ち
ゃ
ん（
前
谷
）

父・陽
二
さ
ん　
母・真
麻
さ
ん

平
成
23
年
7
月
8
日
生
ま
れ

「
一
緒
に
た
く
さ
ん
笑
お
う
ね
♡
」

河
野

　
美み
あ空

ち
ゃ
ん（
小
敷
田
）

父
・
岳
史
さ
ん　
母
・
友
美
さ
ん

平
成
23
年
7
月
14
日
生
ま
れ

「
優
し
い
こ
に
育
っ
て
ね
♡
」

林

優ゆ
う
た
ろ
う

太
朗 平成 23 年

7 月生まれの
おともだち

行田クラブ
〜ソフトボールで深まるきずな〜

27



家紋入り弓張りちょうちん
新調張り替年間通じて承ります

▼
日
時　
8
月
4
日
㈯
午
後
1
時
30

分
～
3
時
30
分　
▼
場
所　
さ
き
た

ま
史
跡
の
博
物
館　
▼
内
容　
古
代

の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
で
あ
る
ま
が
玉
、
管

玉
、
丸
玉
を
作
り
ま
す
。　
▼
対
象　

小
・
中
学
生
と
そ
の
保
護
者　
▼
定

員　

20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

3
0
0
円
（
材
料
費
）　

▼
�
・
問　

同
館
☎
5
5
9
―
1
1
8
1

▼
日
時　
7
月
22
日
㈰
、
8
月
12
日

㈰
午
前
11
時
～
正
午
、
午
後
3
時
～

4
時
（
２
回
公
演
）
※
雨
天
中
止　

▼
場
所　
忍
城
址　
▼
出
演　
潮
崎

ひ
ろ
の
さ
ん
（
市
内
在
住
の
歌
手
） 

▼
観
覧
無
料　
▼
主
催　
㈲
ポ
ッ
プ

企
画　

▼
問　

同
社
☎
5
5
4
―

0
7
8
9

▼
日
時　
7
月
22
日
㈰
～
24
日
㈫
午

前
9
時
～
午
後
5
時
（
24
日
は
午
後

4
時
ま
で
）　

▼
場
所　

コ
ミ
ュ
ニ

イ
ベ
ン
ト

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
み
ず
し
ろ　
▼
内
容　

会
員
に
よ
る
作
品
8
0
0
点
を
展
示

し
ま
す
。　
▼
主
催　
行
田
絵
手
紙

あ
お
い
会　

▼
問　

同
会
大
沼
☎

5
5
4
―
2
6
5
5

▼
日
時　

7
月
29
日
㈰
午
後
3
時

開
演　

▼
場
所　

熊
谷
会
館
（
熊

谷
市
末
広
3
―
9
―
2
）　

▼
曲

目　
「『
キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ド
』
序
曲
」、

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
よ

る
管
弦
楽
入
門
」、「
カ
ル
メ
ン
幻
想

曲
」
な
ど　
▼
出
演　
飯
森
範
親
さ

ん
（
指
揮
）、
服
部
百
音
さ
ん
（
バ

イ
オ
リ
ン
・
中
学
1
年
生
）、
朝
岡

聡
さ
ん
（
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
）、
東
京

交
響
楽
団　
▼
入
場
料　
全
席
指
定

【
Ｓ
席
】
一
般
3
千
5
0
0
円
、
3

歳
～
中
学
生
1
千
5
0
0
円
【
Ａ

席
】
一
般
3
千
円
、
3
歳
～
中
学
生

1
千
円
※
3
歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の

入
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。　
▼
そ

の
他　
指
揮
者
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
や

み
ん
な
で
歌
お
う
＆
演
奏
し
よ
う
！

の
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。　
▼
チ

ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　
宮
脇
書
店
行
田

店
、
同
館
窓
口
（
休
館
日
を
除
く
午

前
10
時
～
午
後
5
時
）
ほ
か　

▼

問　
埼
玉
県
芸
術
文
化
振
興
財
団
☎

0
5
7
0
―
0
6
4
―
9
3
9

▼
日
時　

8
月
26
日
㈰
午
前
8
時　

▼
集
合
場
所　
馬
見
塚
第
二
集
会
所

前　
▼
内
容　
シ
ョ
ウ
ド
ウ
ツ
バ
メ

な
ど
の
自
然
観
察
を
し
な
が
ら
、
夏

の
川
の
風
景
を
楽
し
み
ま
す
。　
▼

参
加
無
料　
▼
そ
の
他　
汚
れ
て
も

よ
い
服
装
と
歩
き
や
す
い
靴
、
お
持

ち
の
方
は
双
眼
鏡
（
倍
率
7
～
8

倍
）
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。　
▼
問　

行
田
さ
く
ら
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
☎

5
6
4
―
3
0
0
0

▶日　　時　 8月 4日㈯午前10時30分～午後5時
　　　　　　 5日㈰午前10時～午後5時
▶場　　所　コミュニティセンターみずしろ

【両日とも】原爆と人間展、福島原発事故写真展のパネル展示やピースブロック
づくりを行います。また、「戦時中の食事」の試食を100人( 先着順) に提供します。
▶入 場 料　無料
▶主　　催　平和のための行田戦争展実行委員会
▶後　　援　行田市、行田市教育委員会
▶問い合わせ　北埼教育会館☎553―0744

平和のための行田戦争展

期日 時　　間 内　　容

４日

午前10時30分 長編アニメーション映画会「ぞう列車がやってきた」
午後1時30分 医療生協見沼支部による報告「福島笹谷東仮設住宅を訪問して」
午後2時20分 行田市教職員組合による講演「被災地へのボランティアに参加して」
午後3時30分 戸ヶ崎恭治さんによる講演「満州開拓青年義勇隊での体験」

5 日

午前10時 マジシャンのりによるマジックショー
午前10時30分 長編アニメーション映画会「白旗の少女一琉子」
午後1時30分 蓮尾隆子さんによる講演「内部被爆一食と放射能」
午後3時30分 大熊町・双葉町・富岡町の今をビデオ報告「原発被災地からの報告」

広告掲載の問い合わせは、有限会社今津印刷所へ☎554─2245
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絵
手
紙
合
同
会
員
展

さ
き
た
ま
体
験
工
房

「
さ
き
た
ま
古
代
体
験
」

古
代
の
装
身
具
を
つ
く
ろ
う

熊
谷
会
館
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

ク
ラ
シ
ッ
ク　

夏
休
み
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
ン
ド
！

行
田
ゼ
リ
ー
フ
ラ
イ
大
使　

潮
崎
ひ
ろ
の
♪
震
災
復
興

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
イ
ヴ　

第
４
回
未
来
へ
残
し
た
い
行
田

自
然
八
景
ウ
オ
ー
ク
～
星
川



▼
日
時　

8
月
7
日
㈫ 

①
午
前
10

時
～
10
時
50
分
②
午
前
11
時
～
11
時

50
分　
▼
場
所　
児
童
セ
ン
タ
ー
遊

戯
室　
▼
内
容　
マ
イ
ナ
ス
1
6
2

℃
の
世
界
で
起
こ
る
、
わ
く
わ
く
・

ド
キ
ド
キ
な
体
験　
▼
対
象　
①
小

学
1
～
3
年
生　
②
小
学
4
～
6
年

生　
▼
講
師　
東
京
ガ
ス
㈱
熊
谷
支

社
の
皆
さ
ん　

▼
定
員　

各
20
人

（
先
着
順
）　
▼
参
加
無
料　
▼
�
・

問　
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
セ
ン
タ

ー
☎
5
5
4
―
5
7
0
6

▼
日
時　
8
月
9
日
㈭
午
後
2
時
開

演　

▼
場
所　

羽
生
市
産
業
文
化

ホ
ー
ル
（
羽
生
市
下
羽
生
8
7
6
）　

▼
内
容　
租
税
教
育
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
鑑

賞
、
ピ
エ
ロ
に
よ
る
大
道
芸
、
抽

選
会　

▼
対
象　

小
学
生
と
そ
の

家
族　

▼
入
場
無
料　

▼
�　

所

定
の
申
込
用
紙
（
行
田
法
人
会
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジhttp://w

w
w
6.ocn.

ne.jp/ ~gyohojin

よ
り
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
可
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
同
会
事
務
局
【
Ｆ
Ａ

Ｘ
】
5
5
4
―
6
9
6
9　

▼
問　
　

同
会
事
務
局
☎
5
5
4
―
4
5
3
5

▼
日
時　

8
月
19
日
㈰
午
前
9
時　

▼
場
所　
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ　
▼

種
目　
①
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
1
部
・

2
部　
②
男
子
ダ
ブ
ル
ス　
③
女
子

シ
ン
グ
ル
ス
1
部
・
2
部　
④
女
子

ダ
ブ
ル
ス　
⑤
男
・
女
シ
ニ
ア
の
部

（
65
歳
以
上
）　
⑥
中
学
生
の
部
（
男

子
・
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
）
※
1
人
2

種
目
ま
で
と
し
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

2
部
と
シ
ニ
ア
の
部
の
重
複
は
不

可　
▼
対
象　
市
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方　

▼
参
加
費　
【
シ
ン
グ

ル
ス
】
一
般
・
シ
ニ
ア
6
0
0
円
、

中
学
生
・
高
校
生
5
0
0
円
【
ダ
ブ

ル
ス
】
一
般
1
組
8
0
0
円
、
高
校

生
1
組
5
0
0
円
※
連
盟
未
登
録
者

は
各
種
目
2
0
0
円
増
し　
▼
主
催　

行
田
市
卓
球
連
盟　
▼
後
援　
行
田

市
教
育
委
員
会
、
行
田
市
体
育
協
会　

▼
�　
8
月
1
日
㈬
午
後
7
時
ま
で

に
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
大
会
事
務

局
平
塚
宅
（
〒
3
6
1
―
0
0
1
2

行
田
市
下
須
戸
1
3
9
5
）【
Ｆ

Ａ
Ｘ
】
5
5
9
―
2
5
8
1

▶受 講 料　無料
▶申し込み　希望講座名・日時、住所、氏名（ふりがな）、電話番号を明記のうえ、はがき（必着）またはＦＡＸ
　　　　　　（様式自由）で同校。
　　　　　　【郵送】〒361―0023 行田市長野1320 埼玉県立進修館高等学校
　　　　　　【ＦＡＸ】550―1058
▶問い合わせ　同校☎556―6291

ス
ポ
ー
ツ

講座名 日時 場所 講師 対象 定員 申込期間

【書道】	
好きな言葉を淡墨で	
書いて楽しもう

7月 14日㈯	 ①午前 9時～正午	
	 ②午後 1時～ 4時 県立進修館高等学校	

東 1号館１階
第6・7講義室

赤萩竹一さん 一般 各20人	
（連続受講可）

7月 9日㈪まで

7月 21日㈯	 ①午前 9時～正午	
	 ②午後 1時～ 4時

7月 19日㈭まで

【工業（情報技術）】	
初めてのプログラミング
～コンピュータで遊ぼう～

8月 27日㈪
午前9時～午後1時

県立進修館高等学校	
東 3号館 3階
総合情報実習室

中島一紀さん
小学5年生～

	
中学 3年生

10人 8月 1日㈬まで

【理科（生物）】	
植物分類入門2012

7月 21日㈯
午前9時～ 11時 30分 寄居町風布周辺

三上忠仁さん 一般
各25人	

（各講座ごとの	
受講可）

7月 19日㈭まで

8月 11日㈯
午前9時～ 11時 30分 寄居町釜伏山周辺 8月 9日㈭まで

9月 15日㈯
午前9時～ 11時 30分 古代蓮の里周辺 9月 3日㈪まで

進修館高等学校　公開講座

29
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行
田
市
民
卓
球
大
会

夏
季
冠
大
会

体
験
し
よ
う
!!　

マ
イ
ナ
ス

1
6
2
℃
の
不
思
議
な
世
界

租
税
教
育
イ
ベ
ン
ト

講座・教室



パソコンスクール ウサマウス

コスチューム大賞
いただき　マウス

行田市矢場２－９－８　定休 日曜・月曜・祝日 048－555－3222

浮
き
城
ま
つ
り

ウサ

▼
日
時　
9
月
7
日
～
10
月
26
日
の

毎
週
金
曜
日
（
全
8
回
）
午
前
10
時

～
11
時
30
分　
▼
場
所　
総
合
福
祉

会
館
「
や
す
ら
ぎ
の
里
」
第
1
研
修

室　
▼
内
容　
ゆ
っ
た
り
と
し
た
動

作
で
全
身
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
動
か
し

ま
す
。　
▼
対
象　
市
内
在
住
で
60

歳
以
上
の
方　
▼
定
員　
20
人
（
先

着
順
）　

▼
参
加
無
料　

▼
持
ち
物　

筆
記
用
具
、
上
履
き
、
運
動
し
や
す

い
服
装
、飲
み
物
、タ
オ
ル　
▼
�
・

問　
8
月
17
日
㈮
午
前
9
時
か
ら
直

接
ま
た
は
電
話
で
行
田
市
社
会
福
祉

協
議
会
☎
5
5
7
―
5
4
0
0

▼
日
時　
【
コ
ス
モ
ス
コ
ー
ス
】
9

月
5
日
～
26
日
【
カ
ト
レ
ア
コ
ー

ス
】
11
月
7
日
～
28
日
※
い
ず
れ
も

水
曜
日
（
各
4
回
）
午
前
10
時
～
正

午　
▼
場
所　
総
合
福
祉
会
館
「
や

す
ら
ぎ
の
里
」
第
2
研
修
室　

▼

対
象　

市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の

方　
▼
定
員　
各
コ
ー
ス
40
人
（
先

着
順
）
※
ど
ち
ら
か
1
コ
ー
ス
の
み　

▼
参
加
無
料　
▼
持
ち
物　
筆
記
用

具
、
飲
み
物　
▼
�
・
問　
8
月
10

日
㈮
午
前
9
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電

話
で
行
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
☎

5
5
7
―
5
4
0
0
※
本
人
ま
た
は

そ
の
家
族
の
み

▼
日
時　
7
月
29
日
㈰
午
後
3
時
開

演　
▼
場
所　
商
工
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル　

▼
内
容　
「
忍
の
行
田
の
語
り

部
の
会
」
最
新
舞
台
で
あ
る
「
古
代

蓮
物
語
」。幻
想
的
な
光
の
中
で
、
語

り
と
と
も
に
音
楽
に
合
わ
せ
て
舞
を

披
露
し
ま
す
。　

▼
出
演　

花
柳

寿
々
司
郎
さ
ん
ほ
か　
▼
原
作　
田

代
敬
二
さ
ん　
▼
演
出　
草
彅
馨
さ

ん　
▼
入
場
無
料

▼
期
間
・
時
間　
7
月
21
日
㈯
～
8

月
26
日
㈰
【
昼
間
の
部
】
午
前
10
時

～
午
後
5
時
【
夜
間
の
部
】
午
後
6

時
30
分
～
8
時
30
分  

※
天
候
な
ど

に
よ
り
変
更
の
場
合
あ
り  

※
次
の

期
間
は
利
用
不
可
【
屋
内
プ
ー
ル
】

日
曜
日
の
午
前
11
時
ま
で
【
屋
外

プ
ー
ル
・
幼
児
プ
ー
ル
】
夜
間　
▼

利
用
料
金　
高
校
生
以
上
1
5
0

円
、
3
歳
～
中
学
生
70
円
、
3
歳
未

満
無
料　
※
ロ
ッ
カ
ー
利
用
料
金
50

円　
▼
注
意　
オ
ム
ツ
が
取
れ
て
い

な
い
乳
幼
児
な
ど
、
水
着
以
外
の
入

水
は
不
可　
▼
そ
の
他　
就
学
前
の

子
ど
も
に
は
保
護
者
の
付
き
添
い
が

必
要
。
プ
ー
ル
の
利
用
に
は
身
長
制

限
あ
り
。
障
害
者
減
額
制
度
あ
り
。　

▼
問　
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
ま
た
は

市
民
プ
ー
ル
☎
5
5
5
―
2
4
5
5

▼
日
時　
9
月
2
日
㈰
午
後
2
時
開

演　
▼
場
所　
産
業
文
化
会
館
ホ
ー

ル　
▼
出
演　
三
遊
亭
小
遊
三
、
お

ぼ
ん
こ
ぼ
ん
、
笑
福
亭
鶴
光
、
三
遊

亭
鬼
丸
、
三
遊
亭
楽
京
ほ
か　
▼
入

場
料　

全
席
指
定
2
千
7
0
0
円　

▼
チ
ケ
ッ
ト
取
り
扱
い　
7
月
7
日

㈯
午
前
9
時
か
ら
同
館
ほ
か
各
プ
レ

イ
ガ
イ
ド
に
て
発
売
（
電
話
受
け
付

け
は
翌
日
午
前
10
時
か
ら
）

▼
日
時　
7
月
21
日
㈯
午
前
10
時
開

演　
▼
場
所　
古
代
蓮
会
館
休
憩
所　

▼
出
演　
加
藤
栄
さ
ん　
▼
入
館
料　

大
人
4
0
0
円
、
小
人
2
0
0
円
※

未
就
学
児
無
料

▼
期
間　
7
月
21
日
㈯
～
8
月
5
日

㈰　
▼
場
所　
古
代
蓮
会
館
催
事
室　

▼
入
館
料　
大
人
4
0
0
円
、
小
人

2
0
0
円
※
未
就
学
児
無
料
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太
極
拳
教
室

カ
ラ
オ
ケ
教
室

古
代
蓮
会
館

ハ
ー
モ
ニ
カ
コ
ン
サ
ー
ト

古
代
蓮
会
館
企
画
展
Ⅰ　

古
代
蓮
の
里
友
の
会
会
員

作
品
展
「
蓮
」

古
代
蓮
物
語

市
民
プ
ー
ル　

夏
期
プ
ー
ル
の
開
設

幼
児
プ
ー
ル
が
新
し
く
な
り
ま
し
た

行
田
寄
席

㈶行田市産業・文化・スポーツいきいき財団

http://www.ikiiki-zaidan.or.jp/index.html

申し込み・問い合わせ
産業文化会館
ＴＥＬ ５５６－６３７１
ＦＡＸ ５５６－６３７２

商工センター
ＴＥＬ ５５３－０５１０
ＦＡＸ ５５３－２０２１

古代蓮会館
ＴＥＬ ５５９－０７７０
ＦＡＸ ５５９－０７８４

グリーンアリーナ
ＴＥＬ ５５３－３３７７
ＦＡＸ ５５３－０４８７



▼
応
募
要
項　
県
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
の
方
は
題
材
自
由
。
県
外
の
方

は
埼
玉
の
事
物
、
風
土
、
人
間
、
歴

史
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
。
▼

注
意
事
項　
①
4
0
0
字
詰
め
原
稿

用
紙
を
使
用
し
、
小
説
は
50
枚
以
内

（
印
字
し
た
場
合
は
枚
数
換
算
を
明

記
の
こ
と
）、
詩
は
3
編
、
短
歌
は

20
首
、
俳
句
は
20
句
で
、
同
一
テ
ー

マ
に
よ
る
連
作
で
も
可　
②
未
発
表

作
品
の
こ
と　
③
他
紙
（
誌
）
へ
の

二
重
応
募
は
認
め
な
い　
④
入
賞
作

品
の
権
利
は
埼
玉
新
聞
社
に
帰
属
す

る　
⑤
作
品
は
返
却
不
可　
▼
賞
金　

【
小
説
部
門
】
1
0
0
万
円　
【
詩
部

門
】
30
万
円　
【
短
歌
部
門
】
30
万

円　
【
俳
句
部
門
】
30
万
円　

▼
応

募
方
法　

住
所
、
氏
名
（
本
名
）、

年
齢
、職
業
、簡
単
な
略
歴
、文
学
歴
、

電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
（
書
式
自

由
）、
８
月
31
日
㈮
（
当
日
消
印
有

効
）
ま
で
に
埼
玉
新
聞
社
編
集
局
文

化
く
ら
し
部
「
埼
玉
文
学
賞
」
○
○

部
門
係
（
〒
3
3
1
―
8
6
8
6 

さ

い
た
ま
市
北
区
吉
野
町
2
―
2
8
2

―
3
）　

▼
発
表　

10
月
下
旬
の
埼

玉
新
聞
紙
上　
▼
問　
同
新
聞
社
☎

0
4
8
―
6
5
3
―
9
0
2
7

　
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
内
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
室
を
利
用
さ
れ
た
方
へ
、
ス

ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
の
サ
ー
ビ
ス
（
備

え
付
け
の
コ
ッ
プ
に
２
杯
ま
で
）
を

実
施
し
ま
す
。

▼
日
時　
7
月
20
日
㈮
～
8
月
31
日

㈮
の
月
・
金
曜
日
午
前
9
時
～
午
後

9
時
※
毎
月
第
2
・
4
月
曜
日
は
休

館
日
（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
休
館
）　

▼
対
象　
高
校
生
以
上　
▼
利
用
料

金　
1
回
2
時
間
4
0
0
円
（
障
害

者
手
帳
提
示
に
よ
る
減
免
制
度
あ

り
）　

▼
そ
の
他　

初
回
は
講
習
会

を
受
講
の
こ
と
（
窓
口
ま
た
は
電
話

に
て
予
約
）

▼
日
時　

7
月
23
日
㈪
～
27
日
㈮

（
全
５
回
）
午
後
3
時
～
3
時
50
分　

▼
場
所　

市
民
プ
ー
ル　

▼
対
象　

小
学
1
～
2
年
生
の
初
心
者
（
顔
つ

け
や
バ
タ
足
が
で
き
る
程
度
）
▼
定

員　

20
人
（
先
着
順
）　

▼
参
加
費　

2
千
5
0
0
円　
▼
�　
7
月
13
日

㈮
午
前
8
時
30
分
か
ら
直
接
市
民

プ
ー
ル
窓
口

▼
日
時　
7
月
29
日
㈰
午
前
10
時
～

正
午　
▼
場
所　
古
代
蓮
会
館
休
憩

所　
▼
協
力　
吉
田
初
代
さ
ん
（
全

国
創
作
ね
ん
土
人
形
の
会
サ
ン
・

ク
ラ
フ
ト
・
ド
ー
ル
）　

▼
入
館
料　

大
人
4
0
0
円
、
小
人
2
0
0
円
※

未
就
学
児
無
料　
▼
そ
の
他　
別
途

参
加
費
2
5
0
円
（
材
料
費
）
が
か

か
り
ま
す
。
開
催
時
間
中
随
時
受
け

付
け
。

　
8
月
11
日
㈯
・
12
日
㈰
は
、
全
施

設
定
期
点
検
の
た
め
臨
時
休
館
と
し

ま
す
。た
だ
し
、観
光
情
報
館
「
ぶ
ら
っ

と
♪
ぎ
ょ
う
だ
」
は
開
館
し
ま
す
。

	 《住民基本台帳人口》
行田市の人口と世帯	 人口85,100人　男42,371人　女42,729人　世帯数33,020世帯
（平成24年6月1日現在）	 ５月中の異動　出生47人　転入等190人　死亡84人　転出等215人31

広告

InformationInformation 催し・募集

「夏季限定」市民プール監視スタッフ「夏季限定」市民プール監視スタッフ

募

　
　
集

彩
の
国
・
埼
玉
り
そ
な
銀
行

第
43
回
埼
玉
文
学
賞

手
づ
く
り
紙
ね
ん
土
細
工

講
座
「
古
代
蓮
の
ホ
タ
ル
」

商
工
セ
ン
タ
ー
臨
時
休
館

の
お
知
ら
せ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室

ド
リ
ン
ク
サ
ー
ビ
ス
実
施

初
心
者
短
期
集
中

ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

職　　種 勤　務　時　間 採用人数・対象 時　給 採用期間 申し込み・問い合わせ

一般監視員

①午前9時30分～午後5時15分
②午後5時30分～9時
※時間応相談
※①は、午前9時30分～午後2時のみ、
　または午後0時45分～5時15分のみ
　でも可

25人程度
※高校生以上の方 ( 満15歳になって

最初の3月31日を迎えている方 )
※泳げる方 (25メートル程度 )
※監視員経験者歓迎

【高校生】
昼間800円
夜間760円

【一般・大学生】
昼間850円以上
夜間800円以上

7月19日㈭～
8月26日㈰

市民プールにて配布しているエントリー
シート（いきいき財団ホームページから
ダウンロード可）と履歴書（写真貼付）を
添えて市民プール窓口へ提出してくだ
さい。
※選考方法：書類審査および面接試験
市民プール(本丸3－5)
☎555－2455
http://www. ik i ik i -zaidan.or. jp/
greenarena/

プール受付
午前9時30分～午後4時30分
週3～4日程度のローテーション勤務
※時間応相談

若干名 (18歳以上の方 ) 800円 7月21日㈯～
8月26日㈰



環境にやさしい
植物油インキ

今月の表紙今月の表紙

市報ぎょうだは
再生紙を

使用しています

■市報ぎょうだに掲載されているあなたの写真を差し上げます。
　ご希望の方は、広報広聴課広報広聴担当（内線 318）まで。
■市民の皆さんの市政に対するご意見をお待ちしています。
■市報をカセットテープに録音したものを希望者宅にお届けします。
　ご希望の方は、広報広聴課広報
　広聴担当（内線 318）までご
　連絡ください。
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さきたま史跡の博物館さきたま史跡の博物館
せき はく ぶつ かんし せき はく ぶつ かんし

　6月10日、田んぼアート米づくり体験事業（田植え作業）が行われまし
た。今年は歴史小説「のぼうの城」のカバーイラストに描かれている「成
田長親」「石田三成」に、映画「のぼうの城」公開の文字も加わり、世界
一の田んぼアートを目指します。（関連記事25ページ）

　このコーナーでは、行田の歴史や名所、名物などを行田ゼリー
フライキャラクターのこぜにちゃんが分かりやすく紹介します。

　さきたま史
し

跡
せき

の博
はくぶつかん

物館は、行
ぎょうだ

田を代
だいひょう

表する観
かんこう

光スポット「さ
きたま古

こ ふ ん

墳公
こうえん

園」内
ない

にありますよ。館
かんない

内には、古
こ ふ ん

墳から出
しゅつど

土
した埴

は に わ

輪や土
ど き

器、装
そうしょくひん

飾品など、とても貴
きちょう

重な資
しりょう

料がたくさん
展
て ん じ

示されているよ。その中
なか

でも、ひときわ輝
かがや

きを放
はな

つのが国
こくほう

宝
「金

きんさく

錯銘
めい

鉄
てっ

剣
けん

」。115 の金
きん

の文
も

字
じ

が刻
きざ

まれている鉄
てっ

剣
けん

は、古
こ だ い

代
国
こ っ か

家成
せい

立
りつ

の謎
なぞ

を解
と

くとても重
じゅうよう

要な資
しりょう

料として、「100 年
ねん

に一
いち

度
ど

の大
だい

発
はっ

見
けん

」ともいわれているんだ。
　展

て ん じ

示のほかにも、古
こだいじん

代人に変
へんそう

装したり、火
ひ

おこしなどに挑
ちょうせん

戦
したりする古

こ だ い

代体
たいけん

験や、まが玉
たま

や鉄
てっ

剣
けん

ペーパークラフトなどの
製
せいさく

作をすることができるよ。
　みんなで遊

あそ

びにきて、古
こだい

代にタイムスリップしちゃいましょう。

　

郷
土
博
物
館
に
は
、
文
政
6
年
（
1
8
2
3
）

当
時
の
忍
城
跡
を
描
い
た
絵
図
が
あ
り
、
現
在
、
そ

の
絵
図
を
基
に
城
郭
や
堀
、
城
下
町
の
位
置
を
現
在

の
地
図
に
復
元
し
た
「
忍
城
今
昔
地
図
」
を
作
成
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
忍
城
跡
の
発
掘
調
査
は
、
今
ま

で
9
回
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
絵
図
が
当
時
の
様
子

を
本
当
に
描
い
た
も
の
な
の
か
を
確
認
し
な
が
ら
、

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

 

平
成
24
年
5
月
か
ら
6
月
に
か
け
て
行
っ
た
9
回

目
の
発
掘
調
査
で
は
、貴
重
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
諏す

わ訪

曲く
る
わ輪
東
側
の
堀

の
発
掘
調
査
を
行

い
、
絵
図
に
描
か

れ
て
い
る
堀
を
発

見
し
ま
し
た
。
堀

の
東
側
の
立
ち
上

が
り
部
分
は
、
絵

図
と
ほ
ぼ
同
じ
位

置
で
し
た
が
、
堀

の
中
間
部
分
に
小

さ
な
島
状
の
高
ま

り
の
跡
が
確
認
さ

れ
た
た
め
、
絵
図

は
若
干
省
略
し
て

描
か
れ
て
い
る
こ

と
も
分
か
り
ま
し

た
。

 

さ
ら
に
、
幕
末
よ
り
前
の
時
期
の
堀
も
調
査
し
た

と
こ
ろ
、
黒
漆
を
塗
っ
た
器
が
出
土
し
、
金
色
で
紋

様
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
す
。

 

調
査
の
結
果
、
そ
の
紋
様
は
寛
永
16
年
（
1
6
3
9
）

か
ら
忍
藩
主
を
務
め
た
阿
部
家
の
家
紋
「
丸
に
違
い

鷹た
か

の
羽
紋
」
に
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
ま
た
、
家
紋
が
簡
単
に
描
か
れ
て
い
る

こ
と
や
、
出
土
し
た
場
所
が
諏
訪
曲
輪
近
く
の
堀
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
大
名
家
が
使
用
し
て
い
た
調ち

ょ
う
ど
ひ
ん

度
品

で
は
な
く
、
家
臣
が
使
用
し
て
い
た
漆
器
で
は
な
い

か
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

 

阿
部
家
は
文
政
6
年
（
1
8
2
3
）、

「
三
方
領
知
替
え
」
に
よ
っ
て
白
河
へ

移
っ
た
た
め
、
阿
部
家
の
家
紋
の
入
っ

た
品
物
は
、
行
田
に
は
残
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
忍

城
跡
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
も
、
阿
部

家
の
家
紋
が
入
っ
た
遺
物
は
発
見
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
今
回
が
初
め
て
の
出

土
と
な
り
ま
し
た
。

 

こ
の
よ
う
な
発
見
は
数
少
な
い
も
の

で
す
が
、
地
道
な
発
掘
調
査
を
続
け
る

こ
と
で
、
史
実
の
証
明
や
さ
ら
な
る
発

見
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

 

（
文
化
財
保
護
課　

篠
田
泰
輔
）

忍
城
物
語

新
発
見
！
忍
藩
主
阿
部
家
時
代
の
漆
器

行田

歴
史
系
譜

4

220

発掘調査によって発見された漆器阿部家の家紋


